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2009年新しい年を迎え，今年もよろしくお願いい

たします．

本年1月号から国立大学法人附属病院の新技師長の

先生方に“オピニオン”をいただいて掲載していま

す．法人化された大学病院は，取り巻く環境が変わ

り，検査技師にとっても大きな変革期です．検査技師

が病院組織で何ができるのか，どのような検査技師が

組織に求められるのかを各大学の特徴も含め，多くの

先生に語っていただけると思います．皆様はこれらの

言葉を心に留め，仕事に励んでいただきたいと思いま

す．

また，レベルの高い検査技師の育成や研究活動も必

要とされています．本号では昨年10月の日本臨床検

査自動化学会へ参加した先生方の体験談も掲載してお

り，まだ学会発表をされたことのない方はこれを読ま

れ，これから数多くの学会に参加し，演題発表される

ことを望みます．

弊誌では，毎号新しい検査法を取り上げています．

今号も“技術講座”では種々ある抗血小板抗体検査の

なかで，特発性 ITP(免疫性血小板減少性紫斑病)に

特異的な検査として期待される抗血小板GP抗体を産

生するB細胞検出のためのアッセイ法を，“Labora-

tory Practice”では結核感染の診断として従来のツ

ベルクリン反応に替わる検査としてクオンティフェロ

ンの有用性を解説しています．さらに“TOPICS”で

は抗癌剤感受性試験，すなわち効果のある薬を見つけ

出す検査の必要性や課題を取り上げていますので，最

新の知識を得てください．

また，たびたび登場する ISO15189 関連では，最近

各施設で導入され今後発展が期待されながら，標準化

が進んでいない遺伝子検査を例にその取得のための解

説をしていただきました．

さらに昨年夏の二級臨床検査士および緊急臨床検査

士資格認定試験の学科筆記試験問題も掲載しています

ので，ぜひ挑戦して検査技師としての基礎力を維持し

ましょう(もちろん，解答付きです)．

今年はインフルエンザの大流行も心配されていま

す．体調を崩さぬように，今月号の盛り沢山な内容を

しっかり吸収しましょう．

(曽根伸治)
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